
一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
小
児
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
検
討
に
必
要
な
情

報
の
伝
え
方
は
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者

と
小
児
が
相
談
し
、
納
得

し
て
判
断
が
で
き
る
よ
う
、

効
果
や
安
全
性
、
接
種
後

に
起
こ
り
得
る
症
状
の
お

知
ら
せ
を
接
種
券
と
一
緒

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

議　
員

健
康
福
祉
部
長

　
　
　
　
合
併
後
の
市
史

の
編
さ
ん
に
取
り
組
む
考

え
は
。

　
　
　
　

市
の
節
目
の
時

期
等
に
取
り
組
む
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
時

点
で
は
未
定
で
す
。

　
　
　
　
郷
土
館
資
料
の

管
理
状
況
は
。

　
　
　
　
　

保
管
資
料
は

資
料
台
帳
を
作
成
し
、
資

料
の
性
質
に
合
わ
せ
適
切

に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
古
文
書
解
読
者

を
市
で
育
成
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　

専
門
家
で
あ

る
た
め
、
養
成
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
惣
辺
放
牧
場
周

議　
員

教
育
長

議　
員

教
育
部
長

議　
員

教
育
部
長

議　
員

辺
に
風
力
調
査
の
観
測
塔

が
設
置
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

風
力
発
電
計
画
に
対
す
る

市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

風
力
発

電
計
画
は
、
風
況
調
査
等

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
段

階
を
経
て
検
討
さ
れ
て
い

く
も
の
で
、
調
査
が
事
業

化
に
直
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
市
が
事
業
化
を
承

諾
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
事
業
者
が
作
成

し
た
環
境
影
響
評
価
方
法

書
で
は
、
惣
辺
放
牧
場
周

辺
が
景
観
に
配
慮
す
べ
き

主
要
な
眺
望
点
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
追

加
設
定
す
る
よ
う
提
言
す

る
考
え
は
。

　
　
　
　

展
望
台
付
近
の

環
境
影
響
評
価
を
実
施
し

て
い
る
県
で
、
専
門
家
か

ら
意
見
徴
収
等
を
行
っ
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
眺

望
点
等
に
選
定
す
る
こ
と

を
事
業
者
や
経
済
産
業
省

に
対
し
通
知
し
て
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

議　
員

市　
長

小笠原　良　子
（日本共産党）

判断のためのお知らせを
接種券と一緒に郵送している

小児ワクチン接種の検討に必要な
　　　　　　　　情報の伝え方は

　
　
　
　
司
書
教
諭
と
学

校
司
書
の
違
い
は
。

　
　
　
　
　

司
書
教
諭
は
、

12
学
級
以
上
の
学
校
に
置

く
べ
き
司
書
教
諭
の
資
格

を
持
つ
教
諭
を
指
し
、
学

校
図
書
館
の
専
門
的
職
務

を
つ
か
さ
ど
る
た
め
、
定

数
配
置
の
教
諭
か
ら
校
長

が
任
命
し
ま
す
。
学
校
司

書
は
、
学
校
に
置
く
よ
う

に
努
め
る
べ
き
、
主
に
学

校
図
書
館
の
職
務
に
従
事

す
る
定
数
配
置
の
教
諭
に

含
ま
れ
な
い
職
員
で
、
市

の
予
算
で
の
配
置
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　
学
校
司
書
の
配

置
は
、
全
国
の
小
中
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
68
・
８
％
、

64
・
１
％
と
増
加
し
て
い

る
。
当
市
は
配
置
し
て
い

な
い
が
、
司
書
教
諭
の
負

議　
員

教
育
部
長

議　
員

担
軽
減
の
た
め
に
も
配
置

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　

今
後
さ
ら
な

る
学
校
図
書
館
の
運
営
改

善
に
向
け
て
、
配
置
に
つ

い
て
他
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
調
査
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
令
和
元
年
度
の

伐
採
後
の
再
造
林
率
が
県

全
体
で
24
・
６
％
、
市
で

17
・
６
％
で
は
、
森
林
の

再
生
産
は
で
き
ず
、
防
災

対
策
、
温
暖
化
防
止
対
策

に
も
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

森
林
整
備
事
業
補
助
金
の

上
乗
せ
を
７
％
か
ら
15
％

に
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３

年
度
は
、
人
材
と
苗
木
の

不
足
に
よ
り
、
当
初
の
予

定
よ
り
造
林
面
積
が
半
分

教
育
部
長

議　
員

農
林
商
工
部
長

程
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

交
付
額
も
減
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。
そ
の
た
め
、

補
助
率
の
引
上
げ
に
よ
る

事
業
効
果
を
期
待
す
る
よ

り
は
、
林
道
や
周
辺
道
路

網
の
整
備
等
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
人
材
で
も
よ
り
効

果
的
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、

円
滑
な
再
造
林
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
経
営
体
を
支
援

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

て
い
ま
す
。

久　慈　年　和
（市民連合クラブ）

他
市
の
状
況
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
調
査
研
究
す
る

学
校
司
書
を
配
置
す
べ
き
で
は

民有林伐採後の再造林率の向上を

昭和51年に編さんされた十和田市史

❿


